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図 1 調査地点図（左：全体、右：東京）
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【水温調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図 2-1 水温調査結果まとめ 

                     上図：水温分布（表層、底層） 

                      下図：水温断面図（ラインＢ、ラインＣ） 
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図 2-2：縦断面図（ライン②） 

 

 

 

 

 

 

【調査当日の気温】 

 今年度と昨年度の調査当日前後 3日間の平均気温（横浜）を下記に示しました。今年度の気

温は、昨年度より調査日前後含めて約 3～4度程度高い状態でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般に、夏季には表層の海水は温められ、水温が高く、塩分が低い水が表層に集まります。その
結果、上層と下層の海水の密度差が大きくなり、上下の水が混合せず成層化が生じます。 
この成層化の傾向は昨年度の水質一斉調査結果とほぼ同じですが、湾西部でその傾向は強いもの
となりました。湾内の水温の状況は以下のとおりです。 
○表層水温は約 20℃から 27℃であり、湾西部で高く、湾央から湾口にかけて低くなっています。

○表層から底層までの温度差は約 9℃から 10℃であり、水深が深くなるほど低くなっています。 
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○水温分布（平成 20 年度と平成 21 年度東京湾水質調査結果の比較） 

 昨年度とほぼ同様の傾向を示しているが、昨年度より表層水温が 2～3 度高い状態でした。

原因として調査日の違いによる気温（昨年度は 7月実施、今年度は 8月実施）が影響している

と思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 水温分布（平成 20 年度と平成 21 年度東京湾水質調査結果の比較） 
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【塩分調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 塩分調査結果まとめ 

上図：塩分分布（表層、底層） 

下図：塩分断面図（ラインＢ） 

 

 

 

 

 

 

 多摩川、荒川からの河川水（淡水）の流入により、河口部周辺では塩分濃度が低くなっていま 
した。塩分濃度は表層ほど低く、水深が深くなるにつれ高くなる傾向が見られました。表層付近 

で 15～32 程度を呈しました。また、河川が存在する湾奥部より湾口部ほど高くなる傾向もみられ

ました。 
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【調査当日の降水量】 

 調査日までの降水量は、今年度も昨年度と同じように3日前に降雨が観測されました。ただ、

今年度の降雨量は昨年度に比べ約 1/3 程度でした。 
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○塩分濃度分布（平成 20 年度と平成 21 年度東京湾水質調査結果の比較） 

 塩分濃度は、昨年度とほぼ同じような傾向を示しました。湾奥部で塩分濃度が低く、湾口部

で塩分濃度が高くなっていました。また荒川、多摩川の河口部周辺の塩分濃度は河川水の流入

の影響により低く観測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2 塩分濃度分布（平成 20 年度と平成 21 年度東京湾水質調査結果の比較）
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【溶存酸素量】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 塩分調査結果まとめ       

上図：溶存酸素量 DO 分布（表層、底層） 

下図：溶存酸素量 DO 断面図（ラインＢ、ラインＤ） 
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図 4-2 縦断面図（ライン①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般に夏季の成層期には上層から底層への酸素供給が抑えられ、また底泥の酸素消費等の影響
を受けるため更に溶存酸素量が低下し、底層では貧酸素化する傾向が見られます。湾内の溶存酸
素量（DO）の状況は以下のとおりです。 
○湾央部から湾奥部に広がりをもった底層の貧酸素水塊が分布している状況が見られます。 
 
○神奈川寄りの縦断ライン①を見ると、横浜以北の湾奥部では中層から表層付近まで貧酸素水塊

が分布しているが、横浜より南では底層まで一定の溶存酸素が確認されています。これは昨年
度の調査でも同じ傾向でした。 

○盤洲沖では溶存酸素量が 5.0mg/L 程度あり、中層から底層付近まで一定の溶存酸素が確認さ
れています。 
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○溶存酸素量（DO）分布（平成 20 年度と平成 21 年度東京湾水質調査結果の比較） 

 貧酸素水塊（酸素が 3mg/L 未満）は昨年度と同じように湾奥部で観測されました。表層では

溶存酸素量が比較的高く、底層で低い状態でした。昨年度の表層の酸素量は、今年度より高い

状態でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 溶存酸素量（DO）分布（平成 20 年度と平成 21 年度東京湾水質調査結果の比較） 
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【化学的酸素要求量（ＣＯＤ）調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 5-1 化学的酸素要求量分布（COD）（陸域、海域） 

 

 

 

化学的酸素要求量（COD）は、有機性物質による水質汚濁の指標として用いられます。海
域において湾奥部で 3.0mg/L 以上で湾口部より高い傾向が見られました。河川・陸域では、
上流域ほど COD の値が低い傾向が見られました。 
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図 5-2 多摩川の水質調査地点の水温、COD の変化状況 
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多摩川の上流から河口までの水温と COD の変化を示します。河川の水温は上流部ほど低
く、河口部に近づくにつれ水温の上昇が見られました。昨年の水質一斉調査でも同様の傾向
でした。また COD についても同様に河口部に近づくにつれ緩やかに数値が上昇する傾向が見
られました。 
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用語説明 

 

表 水質指標について 

項目 単位 説明 環境との関連 

溶存 
酸素量 
（DO） 

mg/L 

水中に溶けている酸素量のことで、
主として、有機物による水質汚濁の
指標として用いられます。水中に溶
ける酸素量は、水温に比例し、水温
15℃の時に約 9mg/L で飽和状態とな
ります。最もきれいな水ではほぼ飽
和状態、やや汚染された水では 5mg/L
以上、非常に汚染された水では 0 付
近まで下がります。水の汚濁が進む
と微生物の分解活動が活発になり、
水中の酸素量はしだいに減っていき
ます。 

常に酸欠状態が続くと、好気性
微生物にかわって嫌気性微生物
（空気を嫌う微生物）が増殖す
るようになり、有機物の腐敗（還
元）が起こり、メタンやアンモ
ニア、硫化水素が発生し、悪臭
の原因となります。また、生物
相は非常に貧弱になり、魚類は
生息できなくなります。 

pH - 

水素イオン濃度指数のことで、主と
して、水の成分の指標として用いら
れます。水に何らかの化学物質がイ
オン状態で溶けこんでいる状態で
は、酸性またはアルカリ性に移行し
ます。中性は pH7、酸性は pH7 未満、
アルカリ性は pH7 を超えた値です。 

アオコや赤潮の状態になると、
水はアルカリ性が強くなりま
す。また光が届かないため、ア
オコや赤潮の発生要因となる植
物プランクトンが生存しづらい
下層では、微生物が活発に分解
活動を行うため水は酸性なり pH
が低くなります。 

化学的酸
素要求量 
（COD） 

mg/L 

水中の有機物を酸化剤で化学的に酸
化する際に消費される酸化剤の量を
酸素量に換算したものです。湖沼・
海域などの停滞性水域や藻類の繁殖
する水域の有機汚濁の指標に用いら
れます。 

COD が高い状態が続くと、水生生
物相が貧弱になり、魚類などが
生息できなくなります。 

全窒素 
(T-N) 

全リン 
(T-P) 

mg/L 

全窒素・全リンは、湖沼や内湾など
の閉鎖性水域の、富栄養化の指標と
して用いられています。水中では、
窒素（リン）は、窒素イオン（リン
イオン）、窒素化合物（リン化合物）
として存在しており、ここでいう｢全
窒素（全リン）｣は、試料水中に含ま
れる窒素（リン）の総量を測定した
結果です。 

クロロフ
ィル-a 

μg/L

光合成細菌を除く全ての緑色植物に
含まれることから、水中の植物プラ
ンクトン量の指標として用いられま
す。 

窒素やリンは、植物の生育に不
可欠なものですが、大量な窒素
やリンが内湾や湖に流入すると
富栄養化が進み、植物プランク
トンの異常増殖を引き起こすこ
とがあります。そのため、湖沼
におけるアオコや淡水赤潮の発
生、内湾における赤潮、青潮の
発生は、生息生物の減少をもた
らすなど問題となっています。 
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○水質汚染現象 

・貧酸素水塊（キーワード：水質指標（DO）） 

生物に影響が及ぶほど酸素濃度の低い水塊。境界値についてはさまざまな指標がありますが，

水産用水基準において、4.3mg/l が「底生生物の生息状況に変化を引き起こす臨界濃度」とさ

れています。 

 

・赤潮（キーワード：水質指標（クロロフィル a、ｐH）） 

水中に生存している微細な生物（特に植物プランクトン）が異常に増殖し、水の色が著しく

変わる現象です。水の色は原因となるプランクトンによって異なり、赤褐色、茶褐色などの色

を呈します。 赤潮の原因としては窒素、リンの増加に伴う水域の富栄養化、陸水や降雨によ

る塩分低下等の物理的刺激などの説があります。赤潮が起きると環境水塊が急変するため、そ

の水域の生物に被害を与えることがあります。毒性を持つプランクトンも存在するため、特に

養殖を行っている瀬戸内海などでは大きな被害をもたらすこともあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     写真：幕張               写真：姉ヶ崎 

 

・青潮（キーワード：水質指標（DO）） 

富栄養化や有機物による水質汚濁の進んだ内海の底層では、大量発生したプランクトンが死

に、底層で生分解される過程で酸素が消費され、DO の欠乏した水塊（貧酸素水塊）がたまりま

す。主に夏から秋にかけた季節風により貧酸素水塊が底層から沿岸に湧き上がると、海水が青

っぽく見える。青潮も赤潮と同様に魚介類の大量死を引き起こすなど、漁業に被害を与えるこ

とがある。特に東京湾などで多く発生し、同湾奥部のアサリの大量死が古くから知られていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

    写真：千葉港                写真：稲毛 




